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年
頭
の
ご
挨
拶

二
O

一
六
年
の
念
頭
に
あ
た
り
、
昨
年
の
皆
様
の
ご
協
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
年
も
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に
満
ち

た
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
ご
祈
念
致
し
ま
す
。

一
一O

一
一
年
三
月
会
長
の
職
に
就
い
て
、

早
五
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
お
り
、
今
年
も
年
の
初
め
に
先
ず
は
役
員
・
会
員
の
皆
様
に
、

こ
の
問
、
支
え
て
頂
き
ま
し
た
事
に
対
し
ま
し
て
改
め
て
御
礼
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
各
委
員
会
の
皆
様
に
は
年
間
行
事

活
動
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
事
に
重
ね
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
今
回
も
啓
発
事
業
委
員
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
ま
た
厳
し
い
予
算
の
中
、

無
事
機
関
誌
を
刷
り

上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
日
広
連
全
国
大
会
が
東
北
地
区
連
主
管
で
郡
山
市

に
て
六
月
四
日
(
木
)
、
五
日
(
金
)
、
六
日
(
土
)
の
日
程
で
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
北
南
三
県
担
当
の
元
、
福
広
美
が
中
心
と
な
り
準
備

が
進
め
ら
れ
た
訳
で
す
が
、
皆
様
の
御
蔭
で
大
盛
況
裡
に
て
無
事

終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
各
地
で
全
国
の
仲
間
に

お
会
い
す
る
度
に
「
素
晴
ら
し
い
大
会
で
あ
っ
た
・
観
光
も
ゴ
ル
フ

も
料
理
も
最
高
で
し
た
・
各
県
ご
自
慢
の
日
本
酒
も
良
か
っ
た
。
」
等
々

お
褒
め
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
も
偏
に
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
心

の
籍
っ
た

「
お
も
て
な
し
」
が
来
訪
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
通
じ
た

の
だ
と
考
え
ま
す
。
今
度
は
今
年
六
月
二
日
(
木
)
か
ら
鳥
取
県
で

行
わ
れ
ま
す
全
国
大
会
に
参
加
を
致
し
昨
年
お
世
話
に
成
っ
た
分
を

お
返
し
す
る
時
で
す
。
是
非
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
中
国

地
区
か
ら
何
人
来
て
頂
い
た
か
、
鳥
取
県
か
ら
何
人
来
て
頂
い
た
か
、

今
度
は
義
理
返
し
の
時
で
す
。
今
か
ら
旅
行
の
パ
ッ
ク
を
手
配
し

鳥
取
大
会
成
功
に
向
け
て
皆
様
の
お
力
添
え
の
程
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、

一
昨
年
か
ら
私
た
ち
の
業
界
に
お
い
て
ま
た
と
な
い

変
革
の
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
国
交
省
指
導
の
も
と
、

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
戦
略
が
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す

。

日
広
連
と
国
交
省
の
元
、
昨
年
発
行
さ
れ
ま
し
た
「
オ
i

ナ
ー
さ
ん
の
た
め
の

看
板
の
安
全
管
理
ガ
イ
ド
ブ

ッ

ク
」
が
既
に

万
八
千
部
が
発
行
さ
れ
、

い
ま
だ
各
地
か
ら
続
々
と
申
し
込
み
が
続

い
て
い
る
状
況
で
す

。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
活
用
も
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
又
、
今
年
三
月
末
を
目
途
に
、

五
十
五
年
に
建
設

省
(
現
国
土
交
通
省
)
お
よ
び
(
社
)
全
日
本
屋
外

広
告
業
団
体
連
合
会

が
中
心
と
な
っ
て
策
定
さ
れ
た
「
屋
外
広
告
物

安
全
基
準
(
案
)
」が
改
定
さ
れ
ま
す
。
安
全
点
検
を
定
期
的
に
ど
の

よ
う
に
行
う
か
を
考
え
る
良
い
機
会
で
す
。
こ
れ
も
我
が
業
界
の

一

歩
前
進
に
繋
が
り
ま
す
。
是
非
、
安
全
・
安
心
・
コ
ン
ブ
ラ
イ
ア
ン

ス
の
観
点
で
今
後
も
業
務
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
昨
年
末
に
発
売
さ
れ
た
「
ギ
リ
シ
ャ
人
の
物
語
巴
塩
野
七
生
著

を
お
正
月
読
み
ま
し
た
。

二
千
数
百
年
前
に
民
主
主
義
が
成
立
し
て

い
た
と
か
で
大
変
参
考
に
成
り
ま
し
た
。
是
非
、
皆
様
も
読
ま
れ
て

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
人
間
は
過
去
の
歴
史
に
学
ん
で
い
る
訳

な
の
に
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
六
月
の
全
国
大
会
へ
の
参
加
・
六
月
の
広
告
景
観
検
定

二
級
三
級
の
受
験
依
頼
・
七
月
の
官
民
合
同
会
議
等
々
の
参
加
依
頼

を
お
願
い
致
し
ま
す
と
共
に
、
併
せ
て
今
年
も
役
員
・
会
員
の
皆
様

の
地
区
連
に
対
し
ま
し
て
の
ご
指
導
・
ご
鞭
援
・
ご
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
致
し
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
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(2) 2016年(平成28年) 3 月 19 日

平
成
二
十
七
年
六
月
四
日
、
郡
山
市
「
ホ

テ
ル
ハ
マ
ツ
」
で
の
大
会
、
懇
親
会
か
ら

翌
日
の
観
光
、
ゴ
ル
フ
、
最
終
日
の
観
光
、

サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー
ま
で
の
三
日
間
は

大
勢
の
皆
様
を
全
国
か
ら
お
迎
え
し
、
大
会

後
に
は
感
謝
の
声
を
沢
山
頂
戴
し
ま
し
た
。

東
北
地
区
連
主
管
の
全
国
大
会
は
十
年

前
の
青
広
美
担
当
で
の
青
森
県
開
催
以
来

で
、
今
回
は
南
東
北
三
県
(
宮
城
県
、
山

形
県
、
福
島
県
)
が
担
当
と
な
り
、
開
催

場
所
を
福
島
県
郡
山
市
と
確
定
し
た
時
点

か
ら
「
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
全
国
会

員
の
皆
様
へ
真
心
で
お
も
て
な
し
を
し
よ

う
」
を
合
言
葉
に
福
広
美
に
発
足
し
た
実

行
委
員
会
が
早
々
に
起
動
し
、
強
い
結
束

の
も
と
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
大
会
前
の
四
月
に
実
施
さ

れ
た
事
前
視
察
会
で
の
観
光
時
間
や
料
理

の
試
食
も
行
っ
た
結
果
を
本
番
に
活
か
し

大
会
当
日
は
福
広
美
を
中
心
と
し
た
東
北

六
県
が
一
体
と
な
っ
て
、
全
国
か
ら
五
三

O
名
を
越
え
る
大
勢
の
皆
様
を
迎
え
て
、

最
終
日
の
六
月
六
日
の
サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー

テ
ィ
ー
ま
で
存
分
に
福
島
を
楽
し
ん
で
い

い
た
だ
き
次
回
開
催
の
鳥
取
県
へ
バ
ト
ン

を
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
広
連
の
皆
様
方
や
、
地
元
福
島
の
大

戸
地
区
連
会
長
を
始
め
、
阿
部
副
理
事
長
、

佐
藤
副
理
事
長
、
長
谷
川
副
理
事
長
、
大

久
保
専
務
理
事
、
篠
崎
郡
山
支
部
長
、
本

田
事
務
局
長
、
そ
し
て
福
広
美
理
事
や
組

合
員
の
皆
様
方
の
長
期
に
亘
る
き
め
細
や

か
な
準
備
と
懐
の
深
い
温
か
な
心
が
詰

ま
っ
た
笑
顔
一
杯
の
大
会
を
企
画
実
行

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
、
更
に

は
東
北
六
県
の
仲
間
と
し
て
粋
を
再
認
識

で
き
た
心
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

くほつと号27 [第

専
務
理
事

福
島
県
屋
外
広
告
美
術
協
同
組
合

敏

大
久
保

晴

平
成
二
十
五
年
七
月
十
九
日
の
実
行
委
員
会

立
上
げ
か
ら
始
ま
り
、
平
成

二
十
六
年
六
月
四
日

1

六
日
の
第

五
十
六
回
松
山
大
会
参
加
視
察
で

H

エ
ン
ジ
ン

H

が
か
か
り
、

平
成
二
十
七
年
四
月

二
十
三
日
i

二
十
五
日
の
会
場
・
行
程
視

察
会
で
H

マ
ジ
H

に
な
り
、
平
成
二
十
七
年
五
月
十

二
日
に
参

加
人
数
五
O
O

名
超
が
明
確
に
な
っ
て

H

尻
に
火
が
つ
き
H

本

番
は
前
日
の
準
備
か
ら
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
-
打
上
げ
ま
で
、

ア
ッ
と
い
う
問
の
四
日
間
で
し
た
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
広
い
心
で
私
に
総
務
部
会
を
仕
切
ら
せ

て
く
れ
た
大
戸
運
営
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
県
の
理
事
長
各
位
、

そ
し
て
、
実
行
委
員
会
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
職
責
を
見
事
に

務
め
切
っ
た
実
行
委
員
の
皆
様
に
敬
意
と
心
か
ら
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
足
掛
け
三
年
、
私
の
わ
が
ま
ま
と
酷
使
に
耐
え
て

頂
い
た
本
田
事
務
局
長
と
東
北
地
区
連
の
事
務
局
の
皆
様
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
全
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
無
事
故
で
完
遂
す
る
事
が
で

き
、
多
々
反
省
点
は
残
り
ま
す
が
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
の
が
本

音
で
す
。
も
う

一
度
同
じ
立
場
に
な
っ
た
ら
「
こ
う
し
た
い
」

「
あ
あ
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
が
、
六

O
年
に
一
度
の
事
で
す
か
ら
叶
う

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
・
・
・
。

最
後
に
我
業
界
の
全
国
大
会
が
、

形
は
時
代
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て

も
、
今
後
も
毎
年
続
く
事
を
念
じ

来
年
の
中
園
地
区
鳥
取
大
会
の
坂

本
会
長
、
松
島
理
事
長
に
エ
i

ル

を
送
っ
て
結
び
と
致
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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国
土
交
通
大
臣
賞

宮
城
県
伺
ホ
ソ
力
ワ
アlト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

~，(九圏
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.t 
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(
一
社
)
日
広
連
会
長
賞

岩
手
県
伺
第
一
美
工

東
北
地
区
連
会
長
賞

宮
城
県
伺
力
ン
ノ
広
芸

優
秀
賞
2

福
島
県

出
向
ネ
モ
ト
功
芸
社

優
秀

(fV賞
ソ 3
サ
キ守
創最
去県

優 "
秀

実?
a=山
4己ヨ ffムベ

板県 ，

.ゥ 優 喧
(栂秀.

3 賞
=7 5 

乏福
ヲ島
う県

【
概
況
】

十
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日
間
東
北
六

県
公
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
作
品
展
が
岩
手
県

盛
岡
市
駅
前
「
滝
の
広
場
」
で
開
催
さ
れ
た
。

東
北
六
県
統
一
テ
l

マ
「
今
に
、
未
来

に
、
希
望
を
持
ち
続
け
よ
う

K
E
E
P

Y
O
U
R
H
O
P
E

」
で
、
初
日
に
は

東
北
地
区
連
の
審
査
基
準
に
則
っ
た
審
査

が
行
わ
れ
、
全
三
十
四
点
の
作
品
か
ら
、

第
一
位
の
国
土
交
通
大
臣
賞
は
、
宮
城
県

の
嗣
ホ
ソ
カ
ワ
ア

l

ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

(
細
川
晶
子
氏
、
製
作
者
・
武
田
員
昌
氏
)

に
決
定
し
た
。
(
一
社
)
日
広
連
会
長
賞
に

は
岩
手
県
の
陶
第
一
美
工
(
多
田
園
雄
氏
)
、

東
北
地
区
連
会
長
賞
に
は
宮
城
県
の
倒
カ

ン
ノ
広
芸
(
菅
野
文
男
氏
、
製
作
者
・
菅

野
望
氏
)
、
優
秀
賞
に
は
五
作
品
が
入
選

し
た
。

審
査
委
員
長
は
、
地
元
岩
手
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
ア
I

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
杉
本

吉
武
氏
に
、
審
査
員
に
は
盛
岡
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
専
門
校
の
竹
村
育
貴
氏
に
務
め
て
い

た
だ
き
、
開
催
県
の
東
北
地
区
連
白
樺
技

術
開
発
委
員
長
、
佐
藤
副
委
員
長
、
藤
田

専
務
理
事
の
立
会
い
の
も
と
厳
正
な
審
査

が
行
わ
れ
た
。

【
講
評
】

第
三
十
八
回
東
北
六
県
公
共
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

作
品
展
審
査
を
終
え
て

盛
岡
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
校

竹
村
育
貴
氏

今
回
の
東
北
公
共
パ
ネ
ル
展
で
は
、
素

材
感
を
生
か
し
た
作
品
と
広
告
美
術
の
持

つ
優
れ
た
技
術
が
発
揮
さ
れ
た
作
品
が
、

桔
抗
し
た
パ
ネ
ル
展
と
な
っ
た
。

日
常
の
業
務
の
中
で
は
耐
候
性
や
視
認

性
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向
の
バ
ラ
ン
ス

の
中
で
製
品
を
作
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、

今
回
の
よ
う
に
短
期
間
の
掲
示
、
公
共
パ

ネ
ル
と
い
う
特
性
を
生
か
し
て
の
制
作
が

明
暗
を
分
け
た
よ
う
に
感
じ
る
。

国
土
交
通
大
臣
賞

嗣
ホ
ソ
カ
ワ
ア
!
卜
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

半
立
体
の
木
製
パ
ネ
ル
は
素
材
感
を
特

に
発
し
て
い
た
。
こ
の
立
体
感
に
お
け
る

空
間
の
表
現
は
「
5
8

口
忠
2
2
Z

ロ
(
復
興
)
」

の
テ
I

マ
表
現
に
大
い
に
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
日
常
の
屋
外
広
告
と
し
て
考

え
る
と
耐
候
性
に
疑
問
は
あ
る
も
の
の
、

今
回
の
よ
う
な
公
共
パ
ネ
ル
で
は
一
般
の

来
場
者
に
確
実
な
注
意
を
惹
く
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
コ
ピ

l

表
現
が
限
ら
れ
て

い
る
が
、
全
体
の
共
通
ロ
ゴ
に
組
み
込
ま
れ

た
コ
ピ
l

を
、
最
大
限
に
汲
み
取
れ
て
い
る

点
は
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
さ
も
感
じ
ら
れ
た
。

こ
社
)
日
広
連
会
長
賞

倒
第
一
美
工

広
告
美
術
の
花
形
と
も
言
う
べ
き
筆
使

い
で
、
熟
練
の
存
在
感
を
存
分
に
表
現
し

て
い
る
作
品
で
あ
る
。
昨
今
の
制
作
技
術

の
中
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
機
械
出
力
が

主
流
で
あ
る
が
、
筆
書
き
で
表
現
さ
れ
た

作
品
は
、
や
は
り
見
る
者
を
引
き
込
む
絶

対
的
な
力
を
再
認
識
し
た
。
テ
ー
マ
自
身

は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
社
会
性
を
と
ら
え

た
「
世
界
遺
産
」
で
あ
り
、
時
代
を
切
り

取
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
す
る
デ
ザ

イ
ン
性
も
合
わ
せ
て
評
価
さ
れ
た
。

東
北
地
区
連
会
長
賞

嗣
カ
ン
ノ
広
芸

一
位
作
品
と
同
様
に
、
耐
候
性
を
考
え

れ
ば
日
常
の
業
務
で
は
選
ば
な
い
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
し
た
所
が
、
新
た
な
感
動
を
生
み

出
し
た
。
彫
り
込
ま
れ
た
文
字
に
木
目
が

浮
か
ぶ
表
現
が
こ
こ
ま
で
締
麗
な
も
の
な

の
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
の
イ
ラ
ス
ト
レ
i

シ
ョ
が
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
担
保
し
た
ク
オ
リ
テ
ィ
で
表
現

で
き
た
事
が
、
素
材
感
を
一
層
際
立
た
せ

る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

優
秀
賞
1

刷
工
l

ア
イ
サ
イ
ン

通
常
、
パ
ネ
ル
の
様
な
大
型
の
媒
体
は
、

遠
方
か
ら
目
立
つ
こ
と
を
最
優
先
に
考
え

が
ち
で
あ
る
が
、
細
か
に
表
現
さ
れ
た
内

容
が
見
る
も
の
の
興
味
を
引
く
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
の
ク
オ

リ
テ
ィ
や
す
ご
ろ
く
の
自
身
の
ゲ
!
ム
性

な
ど
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
き
っ
て
い
る
部
分
が
評
価
さ
れ
た
。

優
秀
賞
2

嗣
ネ
モ
卜
功
芸
社

昨
今
の
機
械
の
進
歩
か
ら
ア
ク
リ
ル
に

直
接
プ
リ
ン
ト
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
り
、

今
回
も
そ
れ
ら
の
作
品
が
見
か
け
ら
れ
た
。

こ
の
作
品
中
で
は
透
明
ア
ク
リ
ル
の
特
性

を
も
っ
て
裏
面
に
プ
リ
ン
ト
、
表
面
に

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
シ

l

ト
仕
上
げ
を
行
っ
て

い
る
。
背
景
と
合
わ
せ
る
と
三
層
の
階
層

で
描
き
切
っ
た
こ
と
が
奥
行
き
感
を
も
た

ら
し
、
パ
ネ
ル
の
完
成
度
を
高
め
る
こ
と

に
成
功
し
て
い
る
。

優
秀
賞
3

陶
サ
サ
キ
創
芸

日
本
美
を
意
識
し
た
チ
ャ
ン
ネ
ル
文
字

と
和
柄
の
模
様
の
処
理
が
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
。
和
柄
は
す
べ
て
カ
ッ
テ
ィ
ン

グ
シ
l

ト
仕
上
げ
で
あ
り
細
や
か
な
仕
事

が
光
る
作
品
だ
っ
た
。

車鉛結文字昌司調的
素地かS完成品まで

優
秀
賞
4

綱
大
井
看
板

津
波
石
の
モ
チ
ー
フ
を
半
立
体
に
仕
上

げ
た
加
工
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

「
沈
黙
の
語
り
部
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
も
独

自
の
ロ
ゴ
で
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分
が
評

価
さ
れ
た
。

優
秀
賞
5

側
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ダ
イ
ワ

造
花
で
は
あ
る
が
、
実
物
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
非
常
に
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
造
花
の

種
類
の
関
係
で
バ

リ
エ
l

シ
ョ
ン
が

限
ら
れ
て
い
る
部

分
に
表
現
の
限
界

を
感
じ
た
。
手
間

は
か
か
る
が
、
す

べ
て
違
う
花
で
構

成
さ
れ
た
際
の
イ

ン
パ
ク
ト
は
非
常

に
大
き
い
。

E鉛箱文字専門メー力一

株式会社パvクス・トーア
l pax-toa 瞳塁塁

お急ぎの物件も

どうぞお気軽に

ご相談ください!

圃.与MìI'I~ 園ち8341|
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ギ
ヤ
構
造
は
振
動
し
て
音
が
増
幅
す
る
事
を
考
え
ア
ク

リ
ル
板
を
使
い
ま
し
た
、
こ
れ
は
見
事
に
成
功
し
ア
ナ

ロ
グ
感
覚
の
印
象
で
す
。
(
嬉
し
笑
い
)

一
番
苦
労
し
時
間
が
掛
か
っ
た
と
こ
ろ
は
リ
ン
ゴ
が

沢
山
入
っ
た
ケ
1
ス
か
ら
一
つ
だ
け
落
ち
て
き
て
転
が

る
こ
と
で
す
。

色
々
な
構
造
を
作
り
テ
ス
ト
し
ま
し
た
が
重
い
リ
ン

ゴ
の
ケ
i

ス
は
お
互
い
が
下
に
落
ち
よ
う
と
す
る
の
で

直
ぐ
に
出
口
で
詰
ま
り
ま
す
、
試
行
錯
誤
の
ゆ
え
何
と

か
構
造
も
完
成
し
ま
し
た
。

制
作
日
数
約
一
ヶ
月
間
貰
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
こ

の
時
点
で
す
で
に
半
月
を
も
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

で
も
一
番
の
心
臓
部
分
が
出
来
れ
ば
後
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
、
最
初
に
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
し
た
デ
ザ
イ
ン
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
寸
法
を
割
り
出
し
作
っ
て
行
き
ま
し

た
。
設
計
図
な
ど
な
い
の
で
全
て
は
頭
で
想
像
し
な
が

ら
の
制
作
で
し
た
。

結
局
、
納
品
す
る
日
ま
で
本
物
の
リ
ン
ゴ
を
入
れ
た

丸
ケ
l

ス
を
出
す
テ
ス
ト
は
出
来
な
い
ま
ま
、
当
日
本

番
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
お
客
様
の
反
応
は
高
さ
二

メ
ー
タ
ー
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
、
私
は

こ
れ
で
リ
ン
ゴ
が
「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
こ
ろ
こ
ろ
。
ホ
ン
」

と
出
で
き
た
ら
も
う
大
喜
び
、
と
心
で
お
願
い
を
し
て

い
ま
し
た
。

さ
て
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
リ
ン
ゴ
の
入
っ
た
ケ
ー

ス
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
入
れ
程
よ
く
リ
ン
ゴ
の
数
が
モ
リ

モ
リ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
念
願
の
本
番
で
す
。

私
は
息
を
飲
み
:
:
:
お
客
様
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
ハ
ン

ド
ル
レ
バ
ー
を
右
へ
回
し
ま
し
た
。
「
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
こ

ろ
こ
ろ
ポ
ン
」
と
、
と
て
も
懐
か
し
い
響
き
と
と
も
に

リ
ン
ゴ
が
出
て
き
ま
し
た
。

一
瞬
置
き
、
ス
タ
ッ
フ
の
歓
声
が
「
ウ
ォ
!
|
」
と

会
場
に
響
き
ま
さ
に
感
動
の
一
瞬
で
し
た
。
一
か
ら
全

て
考
え
材
料
以
外
は
全
て
自
社
製
作
で
作
り
上
げ
た
成

功
は
喜
び
と
感
動
そ
の
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
噂
が
う
わ
さ
を
呼
び
朝
の
情
報
番
組

「Z
I
P

」
に
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
そ
の
宣
伝
効
果
も

あ
り
、
多
い
日
で
一
日
八

O
人
も
の
人
が
や
り
に
来
た

そ
う
で
す
。
結
果
大
成
功
と
な
り
私
た
ち
も
お
客
様
た

ち
も
喜
び
良
い
仕
事
を
や
ら
せ
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
こ
の
リ
ン
ゴ
ガ
チ
ャ
ボ
ン
が
置
い
て

あ
る
場
所
は
、
今
や
と
て
も
人
気
が
あ
る
日
本
全
国
、

海
外
に
も
あ
る
ホ
テ
ル
に
あ
り
ま
す
。
星
が
と
て
も
キ

レ
イ
な
ホ
テ
ル
で
す
。

今
回
の
仕
事
で
私
た
ち
サ
イ
ン
業
界
は
「
人
に
感
動

を
与
え
ら
れ
る
」
仕
事
だ
と
再
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

お
客
様
の
喜
ぶ
顔
が
見
れ
る
の
が
一
番
の
喜
び
と
希
望

を
く
れ
ま
す
。
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
仕
事
は
そ
れ

ほ
ど
無
い
と
思
い
、
こ
の
仕
事
を
出
来
る
こ
と
が
本
当

に
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
「
人
に
感
動
を
与
え
る
」
商
品
、

を
作
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日

第
二
回

…

“

あ
お
も
り
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
施“

日

*
平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
五
日
(
火
)

・
弘
前
市
立
観
光
館
多
目
的
ホ
l

ル

・
ま
ち
歩
き
↓
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
発
表
↓
講
評
日

・
四
十
六
名
参
加
…
行
政
十
八
名
、
組
合
関
係

日

十
八
名
、
非
組
合
員
一
名
、
来
賓
九
名

“

膏
・
広
美
事
務
局
マ
すμ・

福
広
美
及
び
地
区
連
の
皆
様
、
昨
年
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
「
日
広
連
全
国
大
会
」
が
無
事
終
了
さ
れ
ま
し

た
こ
と
心
か
ら
お
労
い
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

さ
て
、
昨
年
わ
が
青
広
美
に
二
つ
の
大
き
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
十
月
に
開
催
さ
れ
た

「B
I
1

グ
ラ
ン
プ
リ
イ
ン
十
和
田
」
に
お
い
て
の
共

同
受
注
事
業
で
し
た
。
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
開
催
前
日
の
悪
天
候
に
も
屈
せ
ず
遣
り
遂

げ
、
大
き
な
自
信
と
充
実
感
を
共
有
し
ま
し
た
。
事

務
局
は
対
し
て
お
役
に
も
立
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

組
合
員
の
団
結
と
言
う
こ
と
に
少
し
だ
け
関
わ
れ
た

こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
事
務
局
の
移
転
で
す
。
移
転
先
は

私
の
自
宅
。
大
き
な
書
棚
が
一
つ
、
小
さ
な
書
棚
が

二
つ
、
コ
ピ
i

機
、
二
人
用
の
机
、
パ
ソ
コ
ン
。
広

め
の
リ
ビ
ン
グ
だ
っ
た
の
で
思
い
通
り
に
全
て
収
ま

り
ま
し
た
。
事
務
局
の
仕
事
も
効
率
よ
く
こ
な
せ
て

い
ま
す
。
お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄

り
下
さ
い
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

野
月
幸
子

作
口

Scotchcal Film 
Scotchprint Graphics 
Scotchcal Graphics Material 
Panagraphics 
DI-NOC Film 、

Scotch-Tint 

VHB tape 

LED 

」~JIU インク U.I...a.
J、=ジェット山IJ

禽属・木・カルフ・開骨寄
アルポリ・マグネット・他切λT
(最新鋭のレーザー・ルーター加工機)

E掃晴~iÞr~・
・ÍI\'~ ~WI~'Å"'Å"'Å'" 11 íí~iJ~t[.] íí.・

E;i~軍需開暗証IJ'~早"'~~~r4.

スリーエムジャパン(株)特約加工販売店

株式会社丸和商会
宇都宮市瑞穂 3-5-14

TEL 028-656-3611 
東京・高崎・郡山

仙台・秋田・青森
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昨
年
六
月
に
開
催
さ
れ

ま
し
た

、

第
五
十
七
回
日
広

連
全
国
大
会

・m
東
北

・

郡
山
に
岩
広
美
青
年
部
の
一
員

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
(
全
国
大
会
初
め
て
の
参
加
で

す
。
)
と
は
言
い
ま
し
で
も
初
日
の
み
の
参
加
で
し
た
の

で
あ
ま
り
見
聞
し
て
い
な
い
の
で
す
が
、
わ
か
る
範
囲

で
感
想
な
ど
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
北
地
区
の
青
年
部
は
大
会
当
日
、
会
場
内
で
の
「
物

産
展
」
担
当
で
し
た
の
で
、
十
時
に
会
場
入
り
し
、
特

産
物
な
ど
の
販
売
準
備
を
始
め
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ

る
組
合
員
の
皆
様
を
お
出
迎
え
い
た
し
ま
し
た
。
岩
手

は
特
産
品
販
売
業
者
と
組
ん
で
、
三
大
麺
(
わ
ん
こ
そ
ば
・

盛
岡
冷
麺
・

じ
ゃ
じ
ゃ
麺
)
は
じ
め
岩
手
の
特
産
品
の

販
売
を
し
ま
し
た
。
他
の
東
北
各
県
も
そ
れ
ぞ
れ
特
産

品
を
販
売
す
る
な
ど
、
と
て
も
気
合
が
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。
個
人
的
に
は
福
島
県
の
地
酒
販
売
が
と
て
も
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
(
結
構
販
売
の
合
間
に
試
飲
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
門
)

大
会
式
制

典
前
や
そ

r

の
後
の
記
山

念
講
演
会

前
な
ど
に
、

lまつと

た
く
さ
ん

号]

の
方
々
に

わ
が
県
の

特
産
品
を

購
入
し

て

い
た
だ
き

感
謝
し
て
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お
り
ま

す
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

売
上
向
上
・
岩
手
の
特

産
品
に
対
す
る
知
名
度

向
上
の
余
地
が
あ
っ
た

か
な
と
思
い
、
努
力
不

足
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
で
は
会
場
の

広
さ
、
参
加
者
の
多
さ

に
最
初
は
た
だ
た
だ
圧

倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ま
た
、
宴
会
中
は

料
理
の
豪
華
さ
や
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど

の
出
し
物
に
と
て
も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
勉
強
さ
せ
ら
れ
る
懇
親
会
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。

全
国
大
会
の
参
加
は
こ
こ
ま
で
で
、
翌
日
は
午
前
中

に
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
が
、
一
日
だ
け
で
も
学
ぶ
こ
と
、

感
動
す
る
こ
と
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
い
ろ
い
ろ
多

か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
出
来
れ
ば
翌
日
、
翌
々
日
の
観

光
な
ど
も
参
加
し

て
、
も
っ
と
全
国

大
会
を
楽
し
め
れ

ば
良
か
っ
た
の
か

な
ぁ
と

思
い
ま
す

が
、

そ
れ
は
次
回

以
降
機
会
が
あ
っ

た
と
き

の
お
楽
し

み
と
い
う
こ

と

に

い
た
し

ま

す
。

-

第
二
回

日

日

岩
手
広
告
景
観
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
実
施

日

“

*
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
三
日
(
火
)

・
盛
岡
駅
前
「
じ
ょ
居
」

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
↓
出
発
式
↓
「
み
ん
な

"

で
『
ま
ち
歩
き
』
美
し
い
街
並
み
を
考
え
る
」

ま
ち
歩
き
↓
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
↓
講
評
↓
意
見
u

交
換
会

“

…

・
約
七
十
名
参
加
一
行
政
、
学
生
、
商

…

店
街
関
係
者

組
合
員
、

岩
広
美
事
務
局
マ
す
μ

・

担
当
し
ま
し
た
昨
年
の
東
北
パ
ネ
ル
展
は
い
わ
て

の
玄
関
口
盛
岡
駅
前
広
場
を
会
場
と
し
て
、
来
盛
の

皆
様
に
は
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
存
じ
ま
す
。

天
候
に
恵
ま
れ
青
空
と
岩
手
山
を
仰
ぎ
な
が
ら
の

開
催
は
国
体
を
目
前
に
活
気
づ
き
始
め
た
盛
岡
駅
前

広
場
を
賑
わ
せ
、
多

彩
な
パ
ネ
ル
が
道
行

怪

\
J

く
人
々
の
目
を
魅
了

可
4

/
\
\
i
一

‘
ヴ

F

.

、

、
、

し
て
い
ま
し
た
。
無

4
\

事
に
開
催
で
き
ま
し

'
』
u

r

/

た
の
は
皆
様
の
ご
協

?
r
r
\
k

下
、

力
の
賜
と
心
よ
り
御

4

(

バ
丈

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

三
月
の
東
北
大
会
は
ご
不
便
を
お
か
け
致
し
ま
す

が
、
車
窓
よ
り
ゆ
っ
た
り
と
し
た
風
情
を
感
じ
な
が

ら
の
癒
さ
れ
街
道
先
の
遠
野
市
で
す
。
河
童
が
登
場

す
る
柳
田
園
男
の
遠
野
物
語
を
生
ん
だ
民
話
の
郷
と

し
て
知
ら
れ
、
木
彫
り
観
音
像
日
本
一
の
大
き
さ
を

誇
る
福
泉
寺
の
福
徳
観
音
像

、

国
重
要
文
化
財
指
定

の
石
垣
の
上
に
建
つ
南
部
曲
り
や
千
葉
家
な
ど

、

民

話
の
郷
を
十
分
に
楽
し

ん
で
頂
き
た
く
思
っ

て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
道
路
状
況
が
宜
し
け

れ
ば
世
界
遺
産

登
録
の
釜
石
市
橋
野
高
炉
跡
も
御
座
い
ま

す
の
で
ぜ

ひ
東
北
大
会
へ
は
お
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し

下
さ
い
。

小
野
寺

美
智
代

日広連・賠責保険のおすすめ
プラチナ・コールド対人賠償2億円に補償拡大 !

第一賠責プフチナ
屋外広告物+建設工事を補償するワイド版

第一賠責ゴールド
塗装・熔接事故も支払い対象。さらに、作業している
壁画、ガラス等も対象。保険金は対人 2 億円 1 事故
5 億円、対物5.000万円。今、おすすめです。

第一賠責シルバー
低コストで必要な補償をカバーできる新商品

賠責第二動産総合
施主の保険=第二。看板本体の保険=動産総合。
物件ごとの加入が出来ます。

一般社団法人日本屋外広告業団体連合会

引き受け保険会社東京海上自動火災保険株式会社
代理店・有限会社アールエージェンシー
TEL:03-3626~2233 FAX:03-3626-2255 

東北営業部

TEL.022-288-3240 
TEし.022-373-5555

TEし 022-382-5661

TEし 0229-23-3235

TEし0225-86-5240

TEし0223-37-8240

TEし 023-685-5222

TEL.019-697 -7587 

TEL.0192-53-2620 

TEし0192-22-5577

TEL.o22-388-9240 

e 2t. 4tクレーン付

司V可・

。総合…業のパ…
西尾レントォ-JL株茸呈社
http://www .nishio・rent.co.jp/

仙台中央営 業 所 〒984-(刃02 仙台市若林区卸町東5-7-1

仙台営 業 所干981-3201 仙台市泉区泉ヶ.fi 1 -12-3

仙台南営 業 所干981-1 226 名取市植松字田野部57- 1

大崎機械 ヤード 干989-61 35 大i崎市古川稲葉字前田63- 1

石巻営 業 所〒986-1111 石巻市鹿又字遜莱42- 1
山元出 張 所干989-2201 亘理郡山元町山寺字物見前17-8

山形営 業 所〒990…2231 山形市大字大森字悶門伝1 43 1 -6

盛岡営 業 所干028-3621 紫波郡矢巾町大字広宮沢第3地割72-1

陸前 高 田営 業 所 干029-2203 陸前高田市竹駒町細根沢14-6

大船 渡 出張所 〒022-0αコ5 大船渡市日頃市町字中板用14-2
仙鵠嗣センター踊東北12:;ター 干983-0013 仙台市宮城野区中野2寸 -11



(9) 3 月 19 く

陸直

。
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